
           

令和６年度  第１回小委員会のテーマ及び論点  

 

(５月３０日開催 ) 

 

 

 

 

＜論点１＞  

脱炭素化の観点から、車体課税はどうあるべきか。  

＜検討項目＞  

〇  グリーン化税制について  

 ・  重課制度における環境性能に応じたＨＶの取扱い  

  ・  ＺＥＶ化を促進するインセンティブとしての軽課制度

の在り方  

〇  脱炭素化のインセンティブを高める方向での環境性能  

割の税率設定について  

〇「ＣＯ₂排出量基準」の導入について（令和４年度の報告

を踏まえて）  

 ・環境性能割における燃費基準との関係  

 ・種別割の課税根拠との関係  

＜論点２＞  

ＣＡＳＥ革命を見据え、車体課税はどうあるべきか。  

＜検討項目＞  

〇  カーシェアリングの普及と自動車に対する課税の在り

方について  

〇  今後の自動車税の在り方及び課税根拠と基準の整理に

ついて（令和４年度までの報告を踏まえて）   

 

 

 

 

〇  「個人住民税の現年課税化の在り方に関する分科会」

報告  

【テーマⅡ】  

個人住民税の現年課税化  

【テーマⅠ】  

自動車関連税制の在り方  

（脱炭素化の促進、ＣＡＳＥ革命への対応）  
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